
【
第
3
 
9
回
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
・
研
究
協
議
】
3

〟
こ
と
ば
学
び
″
が
生
き
る
条
件
を
考
え
る

-
学
習
者
の
た
め
の
言
語
活
動
・
教
師
の
た
め
の
言
語
活
動
を
組
織
す
る
-

●
発
表
要
旨
(
レ
ジ
ュ
メ
」
-
)

I
へ
単
元
学
習
の
必
要
条
件
は
、
言
語
活
動
が
明
確
な
目
標
の
も
と
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
が
、
「
単
元
学

習
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
育
て
る
べ
き
〈
こ
と
ば
の
力
〉
の
全
体
像
・
年
間
の
見
通
し
の
上
に
'

段
階
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
る
の

か
を
意
図
す
る
こ
と
か
ら
'
単
元
学
習
は
始
ま
る
。

2
'
主
題
単
元
に
必
要
な
の
は
'
大
き
な
抽
象
的
テ
ー
マ
で
は
な
-
'
独
自

の
切
り
込
み
口
　
(
=
キ
ー
ワ
ー
ド
の
設
定
)
0

・
テ
ー
マ
=
キ
ー
ワ
ー
ド
が
学
習
者
と
ど
う
結
び
合
う
か
を
、
見
極
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
、
他
人
事
で
終
わ
る
テ
ー
マ
は
、
学
習
者
を
動

か
さ
な
い
。

片
　
桐
　
啓
　
恵

3
、
言
語
活
動
と
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
ら
へ
そ
れ
が
実
現
で
き
る
教
材
を
集

s
e
a・
初
め
に
教
材
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

・
時
に
は
、
す
ば
ら
し
-
力
の
あ
る
教
材
に
出
会
っ
て
'
そ
れ
を
生
か

す
た
め
に
テ
ー
マ
と
言
語
活
動
の
設
定
が
後
に
来
る
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、
普
段
か
ら
ど
ん
な
教
材
が
ほ
し
い
か
と
ね

ら
い
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
。

・
教
材
の
魅
力
は
'
授
業
の
成
否
の
七
割
を
握
る
。

4
、
単
元
学
習
は
単
発
で
は
本
来
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
。

1
「
重
層
的
単
元
学
習
構
想
」
の
必
要
性
。

・
空
し
と
ば
の
力
杉
の
税
み
上
げ
は
'
単
発
的
で
は
な
-
'
螺
旋
状
的

か
つ
網
の
目
状
的
だ
か
ら
。

二
つ
の
単
元
で
生
ま
れ
た
課
題
の
解
決
の
た
め
に
へ
次
の
単
元
が
生

ま
れ
て
く
る
。
軌
道
修
正
も
当
然
起
こ
り
得
る
。

・
負
担
の
少
な
い
小
さ
な
言
語
活
動
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
な
自
立
し
た
言
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語
活
動
ま
で
つ
な
い
で
こ
そ
へ
単
元
学
習
の
本
当
の
効
果
が
見
え
て

く
る
。

・
逆
に
、
小
さ
な
横
み
重
ね
に
基
づ
か
な
い
大
単
元
は
、
労
力
ば
か
り

大
き
-
む
な
し
く
失
敗
す
る
。

5
'
単
元
学
習
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
'
情
報
交
換

の
場
づ
-
り
(
研
究
サ
ー
ク
ル
な
ど
)
が
必
要
。

・
力
の
あ
る
教
材
、
学
習
方
法
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

・
た
だ
し
へ
　
学
習
者
の
実
態
・
課
題
な
ど
に
応
じ
て
、
生
き
た
学
習
に

組
織
す
る
た
め
に
は
'
自
分
自
身
の
思
考
回
路
を
-
ぐ
ら
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

6
、
教
師
自
身
が
多
様
な
言
語
活
動
を
体
験
し
て
い
な
け
れ
ば
'
単
元
学
習

は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。

・
教
師
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
試
み
る
。

・
サ
ー
ク
ル
で
。

・
他
校
と
の
共
同
実
践
で
。

7
'
教
室
の
中
だ
け
で
お
さ
ま
ら
な
い
生
徒
た
ち
一
人
一
人
の
(
こ
と
ば
の

力
》
の
育
ち
方
を
'
さ
り
げ
な
-
見
守
り
続
け
る
こ
と
が
'
教
室
で
の
単

元
学
習
実
践
に
還
っ
て
-
る
。

・
単
元
学
習
で
ど
ん
な
空
し
と
ば
の
力
》
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
と
'
学
校
を
ど
の
よ
う
な
学
び
の
場
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
と
は
、
切
り
離
せ
な
い
取
り
組
み
。

(
長
崎
市
立
長
崎
高
校
)

※
本
論
考
は
、
片
桐
氏
の
お
許
し
を
得
て
'
発
表
レ
ジ
ュ
メ
を
も
と
に
編
輯

掛
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

●
資
料
リ
ス
ト

-
　
片
桐
啓
恵
「
(
国
語
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
　
な
が
さ
き
水
脈
の
会
1
-
水

脈
の
よ
う
に
こ
と
ば
学
び
の
輪
を
I
」
　
(
F
月
刊
国
語
教
育
』
　
1
九
九
六

年
5
月
号
)

Ⅲ
　
図
1
「
こ
と
ば
の
力
の
体
系
」
　
(
片
桐
啓
恵
「
自
己
回
復
・
自
己
発
見

の
力
を
育
て
る
-
定
時
制
高
校
に
お
け
る
こ
と
ば
の
学
習
よ
り
-
」
)

(
『
国
語
教
育
研
究
』
第
4
1
号
、
一
九
九
八
年
三
月
へ
　
8
6
頁
所
載
)

Ⅲ
　
図
2
「
言
語
活
動
面
の
3
　
(
4
)
　
年
間
の
見
通
し
」
　
(
片
桐
啓
恵
「
自

己
回
復
・
自
己
発
見
の
力
を
育
て
る
-
定
時
制
高
校
に
お
け
る
こ
と
ば

の
学
習
よ
り
-
」
)

(
『
国
語
教
育
研
究
』
第
4
1
号
、
一
九
九
八
年
三
月
へ
　
8
6
頁
所
載
)

Ⅳ
　
「
四
年
間
の
授
業
の
流
れ
」
　
(
片
桐
啓
恵
「
自
己
回
復
・
自
己
発
見
の

力
を
育
て
る
-
走
時
制
高
校
に
お
け
る
こ
と
ば
の
学
習
よ
り
-
」
)

(
F
国
語
教
育
研
究
』
第
4
1
号
、
1
九
九
八
年
三
月
、
　
　
　
頁
所
載
)

Ⅴ
　
「
3
　
単
元
　
(
こ
と
ば
を
学
ぶ
・
こ
と
ば
で
生
き
る
)
　
の
展
開
(
三
年

生
三
学
期
)
」
　
(
片
桐
啓
恵
「
入
門
期
か
ら
完
成
期
ま
で
の
見
通
し
の
中

で
の
1
単
元
の
展
開
-
意
見
文
表
現
力
を
つ
け
る
段
階
的
学
習
を
中
心

に
-
」
)
　
(
第
1
0
回
長
崎
国
語
教
育
実
践
研
究
大
会
二
九
九
七
年
二
月

〓
ハ
日
・
発
表
レ
ジ
ュ
メ
'
所
載
)
)
　
　
　
　
-
【
後
掲
'
資
料
-
】

Ⅵ
　
片
桐
啓
恵
「
退
屈
な
授
業
よ
'
さ
よ
う
な
ら
-
生
徒
一
人
一
人
が
見
え
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て
-
る
か
ら
病
み
つ
き
に
な
る
単
元
学
習
-
」
　
(
第
2
4
回
長
野
県
国
語

教
育
研
究
集
会
へ
上
伊
那
支
部
国
語
教
育
研
究
会
)
・
講
話
・
1
九
九

一
年
三
月
二
日
・
講
話
資
料
よ
り
)
　
　
　
　
　
-
【
後
椙
も
資
料
2
】

Ⅶ
　
片
桐
啓
恵
「
〈
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
〉
を
取
り
入
れ
た
学
習
」
　
(
長

崎
県
高
等
学
校
国
語
部
会
研
究
大
会
二
九
九
四
年
一
〇
月
二
一
日
・

発
表
レ
ジ
ュ
メ
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
【
左
掲
　
資
料
】

は
じ
め
に

こ
の
発
表
は
'
長
崎
地
区
数
校
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

六
月
に
今
年
度
の
担
当
校
グ
ル
ー
プ
で
発
表
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
際
、

各
校
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
は
'
い
ず
れ
も
、
[
表
現
]
を
実
践
す
る
の

が
困
難
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
実
践
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
'
な
ん
と
か
各
現

場
で
や
れ
そ
う
な
方
法
を
提
示
し
て
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
《
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
》
で
あ
る
。

実
践
の
た
め
の
資
料
へ
　
モ
デ
ル
作
品
な
ど
を
私
自
身
の
過
去
の
実
践

か
ら
ま
と
め
る
の
に
少
々
時
間
を
要
し
、
そ
れ
を
各
校
に
送
付
し
た
の

が
、
一
学
期
末
。
各
校
で
実
践
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
も
ら
っ

た
の
が
、
既
に
二
学
期
に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
、
か
な
り
無
理
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
の
お
願
い
に
な
っ
た
。
既
に
進
行
中
の
計
画
を
変
更
し
て
、

教
材
を
投
げ
込
ん
だ
り
'
あ
る
い
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
教
材
の
扱
い

を
変
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
最
終
的
に
四
校
が
共
同
研
究
に
参
加
。

本
校
分
も
含
め
て
五
校
の
協
同
実
践
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
'

結
果
的
に
は
実
践
で
き
な
か
っ
た
学
校
も
、
期
限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
検
討

し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
志
に
感
謝
し
た
い
。

協
同
実
践
研
究
に
参
加
さ
れ
た
学
校
、
実
践
者
の
方
々
は
、
次
の
通
り
。

(
敬
称
略
)

長
崎
北
陽
台
高
校
　
　
平
賀
　
茂

長
崎
商
業
高
校
　
-
柳
原
八
千
美
・
谷
川
典
子

長
崎
総
合
科
学
大
学
付
属
高
校
-
-
-
入
江
直
美

長
崎
南
山
高
校
-
-
-
松
尾
博
行
・
伊
藤
籍
雄

木
村
博
視
・
吉
峯
昇
平
・
田
代
千
晃

-
《
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
》
の
構
想
(
仮
説
)

(
-
)
　
《
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
》
と
は

《
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
》
と
は
、
物
語
の
あ
る
登
場
者
の
視
点

か
ら
そ
の
物
語
を
と
ら
え
へ
一
人
称
の
形
態
で
、
原
作
の
表
現
に

基
づ
き
な
が
ら
描
き
直
す
学
習
活
動
。

輿
再
表
現
》
は
創
作
で
は
な
-
、
原
作
に
基
づ
い
た
表
現
レ
ッ
ス
ン
O

作
品
理
解
と
相
関
し
た
構
成
力
・
描
写
力
等
の
総
合
レ
ッ
ス
ン
で

あ
る
。

(
2
)
　
《
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
》
を
取
り
入
れ
る
理
由

[
表
現
]
学
習
を
行
う
と
な
る
と
'
教
師
も
生
徒
も
ひ
ど
-
負
担
に

感
じ
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
の
負
担
の
主
な
理
由
は
'
①
表
現
す

る
内
容
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
、
②
表
現
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
へ
　
だ
ろ
う
。

[
表
現
]
　
に
は
'
大
き
-
分
け
て
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
《
創
作
〉

と
《
再
表
現
》
　
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
が
使
っ
て
い
る
《
創
作
》

《
再
表
現
》
と
い
う
定
義
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
関
係
な
-
'
書
き
手
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の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
既
製
の
素
材
に
基
づ
-
も
の
か
へ
　
の
違
い
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
う
ち
、
《
創
作
》
の
方
が
難
し
い
の
は
自
明
の

こ
と
で
あ
る
。
[
表
現
]
学
習
を
こ
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
る
と
、

確
か
に
容
易
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
[
表
現
]
学
習
の
中
身
は

も
っ
と
幅
広
い
。
こ
こ
で
は
'
八
苦
-
)
活
動
と
し
て
の
[
表
現
]

の
中
で
'
レ
ッ
ス
ン
の
1
段
階
と
し
て
の
《
再
表
現
》
の
も
つ
学

習
活
動
と
し
て
の
利
点
を
考
察
す
る
。

①
原
作
の
書
き
換
え
で
あ
る
か
ら
、
書
-
内
容
が
明
ら
か
で
あ
る
。

②
書
-
方
法
が
明
確
に
指
示
さ
れ
る
。
(
方
法
の
説
明
が
理
解
し
に

-
い
場
合
は
'
作
品
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
で
、
学
習
者
に
方
法
を

具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
)

③
構
成
力
、
描
写
力
、
語
桑
の
点
で
も
、
原
作
の
力
に
依
拠
し
て
雷

-
の
で
'
学
習
者
自
身
の
力
の
弱
さ
を
カ
バ
ー
で
き
へ
不
安
が
ら

ず
に
取
り
組
め
る
。

④
原
作
に
依
拠
し
て
書
-
こ
と
で
、
作
者
の
構
想
力
・
表
現
力
を
追

体
験
L
へ
　
学
習
者
の
力
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
命
視
点
転
換
》
と
い
う
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

⑤
あ
る
登
場
人
物
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
'
表
現
の
意
欲
と
主
体
が

明
確
化
す
る
。

⑥
視
点
転
換
に
よ
っ
て
生
じ
る
論
理
的
組
み
換
え
、
想
像
が
喚
起
さ

れ
る
。

(
3
)
　
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
育
つ
こ
と
ば
の
力

[
理
解
面
]
-
・
物
語
の
展
開
へ
人
物
関
係
、
心
理
等
を
'
主
体
的

に
確
か
に
深
-
読
み
取
る
。

[
表
現
面
]
=
・
視
点
転
換
に
よ
る
論
理
的
書
き
換
え
・
想
像
力

二
人
称
に
よ
る
感
情
移
入
・
心
理
的
叙
述

・
原
作
の
構
成
力
、
表
現
力
を
借
り
て
の
文
章
の
質
的
ア
ッ
プ

・
一
定
量
の
作
品
を
掻
き
上
げ
る
集
中
力
、
持
続
力

(
4
)
　
材
例

現
代
文
へ
古
文
へ
漢
文
、
ど
の
分
野
で
も
実
践
で
き
る
O
教
材
の

条
件
と
し
て
は
'
比
較
的
短
-
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
。
人
物
関

係
の
か
ら
み
が
あ
る
も
の
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
は
っ
き
り
し
て
い
る

も
の
。
登
場
者
の
立
場
に
よ
っ
て
心
理
の
違
い
が
際
立
ち
や
す
い
者
。

教
材
と
視
点
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

現
代
文
　
「
羅
生
門
」
=
下
人
の
視
点
　
老
婆
の
視
点

※
羅
生
門
の
鬼
の
視
点
を
創
り
出
し
て
も
よ

_
Y

古
文
　
　
「
平
家
物
語
」
　
(
木
曾
最
後
)

=
今
井
四
郎
の
視
点
　
義
仲
の
視
点
　
巴
の

褐-"J:.

「
雨
月
物
語
」
(
浅
茅
が
宿
)

=
勝
四
郎
の
視
点
　
宮
木
の
視
点

漢
文
　
　
「
史
記
」
　
(
鴻
門
之
会
)

=
劉
邦
の
視
点
　
項
羽
の
視
点
　
花
増
の
視

点
項
荘
の
視
点

(
5
)
　
学
習
の
展
開
(
一
般
的
方
法
と
し
て
)

0
1
次
学
習
(
理
解
)

=
物
語
の
展
開
、
人
物
関
係
、
心
理
の
変
化
な
ど
を
読
み
深
め
る
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一
斉
学
習
・
班
学
習
・
個
別
学
習
の
形
態
は
'
教
材
・
学
習
者

の
実
態
に
応
じ
て

〇
二
次
学
習
　
(
表
現
)

=
視
点
転
換
に
よ
る
再
表
現
の
方
法
を
説
明
す
る
。
登
場
者
の
一

人
を
選
ぶ
。
(
生
徒
が
自
力
で
選
べ
な
い
場
合
は
、
教
師
が
い

く
つ
か
を
例
示
し
て
助
言
す
る
。
)
そ
の
視
点
で
一
人
称
の
形

で
'
原
作
を
か
き
換
え
る
o

再
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
は
、
理
解
学
習
の
初
め
で
も
よ

い
L
へ
後
で
も
よ
い
。
力
の
あ
る
生
徒
達
に
対
し
て
'
教
材
が
現
代

文
な
ら
へ
初
め
に
示
し
た
方
が
読
み
の
主
体
が
早
-
形
成
さ
れ
る
の

で
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

対
象
学
年
は
ど
の
学
年
で
も
可
。
た
だ
し
へ
再
表
現
が
最
終
的
に

は
創
作
レ
ベ
ル
を
目
指
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
付
け
る
な
ら
、

一
年
か
二
年
の
段
階
が
よ
い
。
学
習
者
の
実
態
へ
全
体
の
計
画
、
教

材
の
難
易
度
に
よ
っ
て
位
㌍
付
け
る
。

2
各
校
の
状
況
と
実
践
【
略
】

(
-
)
　
対
象
生
徒
お
よ
び
生
徒
の
実
態

(
2
)
　
教
材
へ
　
そ
の
選
択
理
由

(
3
)
　
学
習
の
ね
ら
い

(
4
)
　
学
習
の
展
開

2
成
果
と
課
題
〓
部
摘
記
】

(
-
)
　
学
習
者
の
反
応

①
相
当
虫
の
文
章
を
告
-
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
苦
に
し
な
-
な
っ
た
。

②
「
も
っ
と
よ
い
作
品
を
容
き
た
い
」
と
い
う
自
分
へ
の
欲
を
も

ち
は
じ
め
た
。
(
2
)
　
学
習
を
終
え
て
の
成
果

内
容
理
解
の
深
ま
り
や
表
現
の
レ
ッ
ス
ン
と
し
て
の
効
果
は
、
仮

説
ど
お
り
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
各
校
の

実
践
者
の
総
括
の
中
に
あ
る
「
教
師
自
身
の
発
見
」
だ
ろ
う
。

①
教
材
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
発
見

②
生
徒
個
々
の
多
角
的
な
こ
と
ば
の
力
に
つ
い
て
の
発
見

③
学
習
の
具
体
的
方
法
(
教
師
の
果
た
す
べ
き
役
割
)
　
に
つ
い
て

.
の
発
見

(
3
)
実
践
上
の
課
題

①
教
材
選
択
の
適
否

②
全
体
(
1
年
間
・
三
～
四
年
間
)
計
画
の
中
の
位
芯
づ
け

③
表
現
力
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
亮
想
・
構
想
・
語
桑
・
文
字
力
等
)

お
わ
り
に
【
摘
記
】

各
校
実
践
者
の
感
想
に
見
る
「
表
現
学
習
構
想
の
た
め
の
基
本
的
視
座
」

①
初
め
は
、
生
徒
の
負
担
が
少
な
-
、
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
。

②
表
現
活
動
に
は
'
よ
い
モ
デ
ル
が
有
効
に
働
-
0

③
書
き
慣
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
ぢ
ん
ま
り
無
難
に
ま
と
ま
っ

て
い
く
。
う
わ
ぺ
の
き
れ
い
ご
と
に
収
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ

は
、
表
現
学
習
の
最
大
の
落
と
し
穴
。

表
現
を
、
特
別
な
切
り
離
さ
れ
た
学
習
と
捉
え
る
の
で
は
な
上
目

常
の
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
中
で
《
小
さ
な
「
書
-
」
》
を
ど
う
取
り
入

れ
て
い
く
か
。
そ
れ
を
、
1
年
に
1
度
'
三
年
に
一
度
、
ど
の
よ
う

な
《
大
き
な
「
再
-
」
》
に
つ
な
い
で
い
-
か
、
を
工
夫
し
た
い
。

【
資
料
】
生
徒
作
品
/
教
材
【
略
】
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R囲EECT^由りru謁n^サ括腰ESE迅淘廻J *8t;> *」H*4fcサリヨ
-ねらいと留意点-

◎提案のポイント
1.古典教材を内容の挟み込みで直接引きつけていく学習の展開を技案する。
(1)テーマによる切り込み
く人生を支える夢)を共遭テーマにして、 r文政日tilを中心に沈む。

(2)仮憩インタビュー集づくりをとおして、作品中の人物と学習者自身が也
会う.異化体験・同化体故の双方において。

2.五現活動を明確に設定することで、理解活動の目襟を日掛こクリアしてしま
う学習のあり方を提案する.
(1)古典の堵合、音符抵抗にこだわりすぎない、現代文と同じレベルで内容
に対時するという学習姿勢のつくり方。

3. r実親日妃Jの教材としての偶成を再発見する.
く1 )少女期の部分は、現代.の生徒茸の人間関係や理想と琵実との葛藤という
問　　2I31E由BEE琵E*aサa2田a^BE甘腰況SOT

(2)古典入門期でも、内容面で十分味わえる可能性を実征する。

◎教材と単元構成
1. r更級日記J単独で単元棉成する。
2. r更級自己jと現代文教材を範み合わせて単元細成する。
3. r更級日記Jと古典教材を範み合わせて単元構成する。
4. r文叔日妃J ・古典教材・現代文教材を叔み合わせて単元構成する。

(人生を支える事)というテーマで単元をつくることになりますが、実施時間
教の制限もあると思いますので、できる梶田で且み立ててください.テーマはあ
'MJSifa画ias図ga^i一日呂n^g jAi盟MMiPE!宗田RETj盟oraias。
独自に工夫されて冶横です。

◎学習の進め方
仮想イ_ンタビュー集づくりをどんな目的で位盤づけるかによ.'て、大島くこ速
3331顎SiTgg

1.インタビューづくりを、正確な抜群の確班のために行う。
この為合、質問は教師が用意し、答えの部分を生徒が書いてい'く。

2.インタビューづくりを、内容理解のうえに立った憩蝕力を引畠出すために行
う.

当zaizm bm玩S3H関田独EォMM

長崎有校の坊合は、 2です。時間的に少なくてすむのは1ですが、おもしろみ
があるのはやはり2でLJ:ラ.
教師の苦労のしどころも遷・3て畠ます.
1の場合は、質問リスト(ワークシート)づくりで、故み取らせたいポイント

を昏ちんと如属して作っていくこと、生徒が作中人物になり由って答えやすいよ
うに質問をつくってやること、.などがポイントになります。これさえで亀れば、
あとは生徒はテキストを浅み取って答えて行くだけですから、作濃は頼抑=遺む
はずです.。これは、甘通の一斉技集の弟間の変形という感じになります。ただし、
会見が分担して、作中人物になり患って答えるという点で、学習のレベルはかな
りあがります.

2の鴇合、教紅の頑張りどころは、生徒が出して専た質問の&共く質問リスト
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略
】



毘CMgMtiBI田KjEJ園田BEDSロ円弧EiHE転　　　　　　　宅&m
Tl.vtl f.JHl E二日盟misSE酵mmTMi盟HE五山¥2LS*Zi白3*円
くやらないといけないのでちょっと大安ですが、やってみると、生徒たちのいろ

いろな部分が出てきて、頑練った甲斐があったと実感できる部分です。点数だけ
では見えてこない感性・知性・説書量・生活観などを含めた能力が見えてくるの

で、ぜひ拭みられる`ことをお勧めします.
1か2、実施できる条件をにらんで、選択してください。
2の堵合、長崎高校の生徒作品をモデルとして使われて鋸棟です。

1,の坊合も、長崎高校の質問リ.ストの中から、参考にされてけ.,こうです。

【長崎高枕の坊合の過め方】
(1)一斉技までr支叔日妃Jを学習する。く教師の悦明を間島ながら、学管
プリントに必要な現代持沢やメモをとっていく)

(2) 「タイムマシンでr文政日別の作考と出会.・たと考えて、直接叩いて
みたいことを書畠出してみよう」という揺示を受けて、質問をアトラン

ダムに容色出す。このと毒、 「これは学習したことを使っての知的なゲ
-曙ォ*&サ;**.*ォ&<&嗣Hlvi&IH　嗣小四E選　り9Eい監qB-
ok腰asas現EEE

(3) 2ク'ラス分の生徒の質問を教師がまとめて質問リストをつくり、生徒に
硝石H官EEfcisaけh薗岨PiMattag.g.a回を融Ea r E3a13HI3N

先して分担してもらう。なければ教師が振り分けていく。
東関カードは、質問リストの各質問毎に敢行分余白をつけたものを切り
渡して短冊状にしたものを一人2-3枚ずつ匿っていく。質問の中には、
単純にテキストから答えられるもの、教師の税明を覚えておいて判断し
なければならないもの、想像力が必要なもの、テキスト以外の知識が必

要なものなど、いくつかのレベルがあるので、さりげなく一人一人の力

(4)祭器豊語!鳥.印材柳に見せて、点検を受ける.払姐

。 5 ,童董整讐茸増盈幣宣誓*.Tft慧
インタビュー集を甘美する。これも2クうス分まとめることにした。

(人数が少ないことと、会員が分担すべてのカードを書き上げることは
でさなか13たので、 1クラスずつにすると埋まらない質問があるため)
-EES3惑層別ij H2包玩HT-*reォ訂EMS玩蝣tgp*tti**avKJ
どうしても生徒の回答で埋まらない質問が3つあったが、それは教師が

さりげなく埋めておいた。
インタビュー集は、初めの質問リストとの対応がわかるように、あえて
番号を残したままの状愚でまとめた。そうしておくことで、自分の回答

が全体の中でどう好け込んでいるかかわかる。
E PS3層BET3回E33ロ問の喧伝ォtfti-**iA」ゥーC, SiO闇FSZ3

現にトーンのばらつ畠が当然あるが、それはそれでよいと考える。ただ、
あまり表現が日本椿としてつなが.'ていないものはJ何度もな亀鑑させ
るより、内容がわかっていさえすれ1XOKを出し、編集の段階で生徒の
書いたことはを生かしながら多少教師がことばをつないでまとめたりL

m
(ここまでで1学期が妓わったので、実顔に生徒たちができあが.,たイ
ちEi白M.A4d消EES　匹M3EM2腰EH!

誓露盤震W¥ -4ttf,配園　　謹
む.うこしもでさ蝣1,
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